
  100 歳まで元気に生きよう 

~野菜ソムリエ中級に挑戦するため楽農学校に~ 

 今井 美和子さん （神戸市在住） 

 生きがいコース 14 期、15 期 

    インタビュー 令和 3 年 11 月 

  

１ なぜ、楽農学校に入校しようと思ったか 

  100 歳まで元気に生きようと、50 歳の時に若返り教室の門を

たたき、インストラクターとして教室展開をした。ある時ケーキ

を食べながらの講演会を開催したらケーキを食べない参加者が

いた。聞くとマクロビオテックでケーキは食べないとのこと。確

かに美や健康のためには体の内側からが大事と改めて思い、野菜

ソムリエに挑戦することにした。 

野菜ソムリエの初級は簡単だったが、中級は机上の勉強だけで

は難しかった。落ち込んでいたら、たまたまテレビのテロップから兵庫楽農生活センターの

生きがい農業コースで野菜作りを教えてもらえることを知り早速申し込んだ。 

 

２ 楽農学校に入学して 

  春夏コースから参加した。最初は土いじりするのが嫌だった。畝たては腕が痛くなるし、

鍬の進め方など道具の使い方もわからなかった。でもやっているうちに夢中になり、いつも

一人残って作業をしたり、暑い夏も毎日水やりに通い、やがて野菜が育つのが嬉しく「野菜

愛」が生まれた。指導員の先生方からは丁寧に教えていただき、どの野菜も本当に立派に

瑞々しく美味しく出来た。また市民農園はブルーシートなどで雑然とした光景が好ましく思

えず、その点楽農学校の畑は野菜が規則正しくきれいに並んでいて美しく、空気さえも美味

しく感じた。 

その野菜作りの楽しさを行く先々でしゃべりまくったの

で、行きつけの美容院の人たちや野菜ソムリエ仲間、ウォ

ーキング仲間が興味を持ち収穫体験に来てたくさん収穫し

て、とても喜んで帰った。特に畑でもぎたてのスイートコ

ーンの生のまるかじりは感動的だった。 

野菜ソムリエ中級取得後は、楽農学校の経験がソムリエ

活動としての強みとなり毎月の野菜教室で大いに活かせ

た。教室では畑から引き抜いた野菜を前に特徴を知らせた

り、旬の紹介や野菜の食べ比べ、保存方法、美味しく食べ

るコツ、料理方法に試食と内容も豊富になった。そして自

分で育てる楽しさ美味しさから今でもプランターで作った

りしている。 



体は食べ物で出来ていて新鮮な物を食べることで健康に繋がる。それで極力神戸産野菜を

購入し、食卓はいつもカラフルで野菜の量が多い。 

楽農学校を卒業してからも OB 会で活動し新しい多くの仲間と縁ができた。facebook で

海外に移住した仲間とのやり取りも続いている。また、食への思いも強くなった。 

 

３ 今の活動 

  野菜ソムリエとしての野菜教室は親の介護に伴い５年数か月で打ち切った。今は楽農学校

OB 会たよりにベジフルハッピーと名付けて季節の野菜や果物を紹介したり、楽農生活セン

ターで収穫野菜の美味しい食べ方を講義させていただいたりしている。また 10 月からは輝

くシニアのためのアカデミーに通って新しい自己表現にもチャレンジし、ますます元気に

若々しく生きることを願っている。 

 

 

楽農学校ＯＢ会だより 
https://hyogo-rakunou.com/obkai/rakunou_obkai.html 
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